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研究データの公開が必要とされる背景
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オープンサイエンス、データ駆動型研究の潮流
データの共有、利活用による新たな価値を創出する取組への期待
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OS・OAに対する欧州諸国の対応状況

2017年3月 2019 年8月

ポリシーの有無 12/32 18/32

オープンサイエンス・オープンデータについてのポリシーの有無

（欧州の32か国：うち非EU４か国）

うち、データ、サンプル、ソフトウェアに対するポリシーの有無

2017年3月 2019 年8月

ポリシーの有無 12/32 15/32

参考文献：SPARC Europe’s Annual Report (2019)



研究データの公開が必要とされる背景
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オープンサイエンス、データ駆動型研究の潮流
データの共有、利活用による新たな価値を創出する取組への期待
研究不正の防止、研究の透明性の担保
多くの大学や研究機関、研究資金助成機関等がデータ管理・公開に係る方針を
策定
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オープンアクセス・データシェアリングの状況

オープンアクセス データ管理計画 データシェアリング

義務化 10 10 4

推奨 4 1 5

不明 3 6 8

主な国の代表的助成機関での対応状況 2019年

日本（JSPS,AMED,NEDO,JST）、米国（NSF,NIH,DOE, Bill & Melinda Gates Foundation）、欧州（EU, DFG, 
ANR）英国（ The Wellcome Trust）、アジア（NRF Singapore, A*STAR,NRF 韓国,NSFC）



研究データの公開が必要とされる背景
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オープンサイエンス、データ駆動型研究の潮流
データの共有、利活用による新たな価値を創出する取組への期待
研究不正の防止、研究の透明性の担保
多くの大学や研究機関、研究資金助成機関等がデータ管理・公開に係る方針を
策定
データの公開や共有に関するポリシーの整備がジャーナルでも進む



研究データの公開に関するジャーナル方針
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 学術雑誌によるデータ共有ポリシーの強度の調査
 公開方針の掲載率及び要求の度合いは、2014年から2019
年にて大きく増加した。

2014年 2019年
データ公開ポリシーの強度

「学術雑誌のデータ公開ポリシーの変遷：2014年と2019年の比較」Ikeuchi et al.（2019）
https://doi.org/10.6084/m9.figshare.10025330.v1



研究データの公開が必要とされる背景
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オープンサイエンス、データ駆動型研究の潮流
データの共有、利活用による新たな価値を創出する取組への期待
研究不正の防止、研究の透明性の担保
多くの大学や研究機関、研究資金助成機関等がデータ管理・公開に係る方針を
策定
データの公開や共有に関するポリシーの整備がジャーナルでも進む

研究者が研究成果論文を発表する際、
その根拠となるデータの公開 を求められる場面は多くなっている



J-STAGE Dataの立ち上げ

*オープンアクセス：誰もが無料でアクセスでき、二次利用を認める範囲について明記されている状態

すべてオープンアクセス*で公開

登載データにはDOIを付与

方針

目的
J-STAGEの登載記事に関連するデータを登載・公

開するデータリポジトリの提供
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J-STAGE Data
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• 登載できるデータ
– 研究成果論文の根拠となった研究

データ

– 記事を補足する図表等のデータ

• J-STAGE登載記事との相互
リンク

• 他のデータベースからのアク
セス
Google Dataset Searchや
Dimensionsから検索可能
(特定の属性のデータのみ)

 令和2年3月リリース

 現在、パイロットジャーナルによる試行運用中

トップ画面

https://jstagedata.jst.go.jp/



データポリシー
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 J-STAGE Dataにて研究データを登載し公開する発行機関向けにJ-STAGE Dataデータポ
リシーを策定している。

 J-STAGE Dataデータポリシーでは研究データおよび研究データに付与される情報（DOI
、メタデータ、リンク）の取り扱いに関する基本方針を示している。

 具体的には、登載対象とする研究データ、研究データの公開・非公開の考え方、公開
のポリシー、公開する研究データや作成するメタデータの形式等など。

 RDUFで定める「研究データの公開・利用条件表示ガイドライン」を参考にした。
“研究データの公開・利用条件表示ガイドライン ver.1.0”. 研究データ利活用協議会（
RDUF）研究データライセンス小委員会, 2019, 32p.
https://doi.org/10.11502/rduf_license_guideline

 発行機関に即した具体的なデータの公開・管理ポリシーは発行機関自身で策定する
必要がある。

https://doi.org/10.11502/rduf_license_guideline


データポリシーの適用
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研究データ 登載・公開

データリポジトリ
発行機関

本ポリシーは発行機関がJ-STAGE Dataに登載し公開した研究データ
に適用

データポリシー 3.



登載対象とする研究データ

16

J-STAGE で公開されている、
または公開予定の記事／論文に紐付く

当該記事／論文の根拠となったデータ
当該研究の実施過程で得られた情報およびその関連情報
種類 説明
表 調査・観測・実験・分析で得られた数値等、表形式による複数のデータで構成さ

れたデータセット

図 写真、グラフ、静止画像等

音声・動画 記録され再生可能な形式の研究成果

ソフトウェア 研究に利用したコード

プロトコル 研究、実験、解析、調査、検査の手順や条件等を記述したもの

資料 ポスターセッション資料、プレゼンテーション資料（スライド、口頭発表等）

データポリシー 4.



研究データの公開・非公開の考え方
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 著者および発行機関が研究データを公開する
かどうか判断し決定する

• 分野・研究コミュニティの慣習などで、公開制限が一般的な場合
• 個人情報を含む場合
• 国家安全保障、国際関係などに係る場合
• 共同研究契約や個別の契約により公開制限が定められている場合

• 所属機関（部署）、研究助成機関などによるポリシーが定められている場合

→データに適切な処理を施すことや、一定の猶予期間（エンバーゴ期間）を経ること
でデータを公開することができる場合もある

データポリシー 5.

 判断時に留意すべきデータ公開への制約
研究データに含まれる内容（機密性、プライバシー等）や、研究当事者の要望等か
ら、データ公開に制約が生じる場合がある。



公開のポリシー
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データポリシー 8.

 エンバーゴ期間の設定
何らかの事情によりやむを得ず研究データに一定期間非表示にするためのエンバー
ゴ期間を設定することできる。エンバーゴ期間中は、メタデータのみが表示される。

エンバーゴ期間は、12ヶ月以内を推奨。

 メタデータのみの公開
研究データを公開しない（できない）場合でも、研究データの内容の詳細（データの収
集方法やデータの性質、精度等）や問い合わせ先をメタデータに記述してメタデータ
のみを公開することができる。

→データが存在する（した）ことを証跡として残すことは、将来の研究活動を支える 上

で重要であるため。



公開する研究データや作成するメタデータの形式等
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データポリシー 7.

 研究データ
• 第三者が再利用可能なように、なるべく特定アプリケーションに依存しない形式

で作成する
（例（表の場合）：PDFよりxls形式、xls形式よりcsv形式）

• 他の研究データと連結して相互運用できるように研究コミュニティで標準化され
た形式で作成する

 メタデータ
• 第三者に研究データを見つけてもらい、利用を判断し、適切に利用できるように、

メタデータには研究データの内容（データの収集方法やデータの性質、精度等）
を詳細に記述する

• 研究コミュニティで標準化された記述項目やメタデータスキーマ、語彙がある場
合は、これに従って作成する



研究データ公開のワークフロー
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J-STAGE Data
への紐づけ

論文 研究データ

原稿受理
↓

査読
↓

編集
↓

登載

発行機関
記事とセットで投稿し、
発行機関が登載

投稿時に著者が直接登
載し、発行機関が査読

著者

登載から公開まですべて発行機関
で行う

著者がデータ登載、発行機関が公
開作業を行う

著者が記事（論文）とセットでデータを投
稿し、発行機関が査読、編集を経て、J-
STAGE Dataに登載する

投稿時に著者が直接J-STAGE Dataに
登載し、発行機関が査読の上で公開す
る



研究データ登載画面
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ライセンス

J-STAGE Dataへアップロードするデータは、基本
的に二次利用を許可するものとして扱われる。ライ
センスは下記から選択。

CC-0 / CC BY-SA 4.0 / CC BY-NC-ND 4.0 / CC BY-ND 4.0 / 
CC BY-NC 4.0 / CC BY 4.0 / Apache-2.0 / GPL-3.0 / GPL-
2.0 / GPL / MIT / CC BY-NC-SA 4.0

データファイル

データセット、画像、動画等に対応。

発行機関ごと100GB。ファイルサイズの制
限は設けていないが、データ転送速度上
20GBを目安とする。

メタデータ

タイトル、アイテムタイプ、著者名、カテゴ
リー、キーワード、説明、ライセンス、関連
論文（記事）のDOIなど



J-STAGE Data トップページ

サムネイルをクリックす
ると、データページへ

https://jstagedata.jst.go.jp/
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データ画面

閲覧数、ダウンロード数、被引用数

データに言及している
記事へのリンク

二次利用ライセンス
の情報

キーワード

著者名

タイトル

データのプレビュー画像

引用記述の表示

ダウンロード

DOI
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記事とデータの相互リンク

・タイトル
・Data Availability 
Statement※

・データの説明

・公開日
・データタイトル
・著者名
等のメタデータ

データ
プレビュー

J-STAGE Dataへのリンクをクリック

※利用可能なデータの所在等
に関する記述

に記事関連データ情報を表示できます へジャンプして
記事関連データを閲覧

J-STAGE上の記事へのリンクをクリック

関連付け

24



他データベースからのアクセス
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Google Dataset Search

Dimensions
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パイロット運用について

目的

• J-STAGE Dataを使ったデータ公開を本格運用に乗せるために

必要となる運用フロー、登載ガイドライン策定、事業運営等の

検討を行うために実施する。

期間

• 2020年3月～2021年3月

対象

• 10誌程度

27



パイロット参加状況

• 2020年3月から2021年3月までパイロット運用を実施中、8誌が参加

– デジタルアーカイブ学会誌
– 気象集誌（日本気象学会）
– Biophysics and Physicobiology（日本生物物理学会）
– SOLA（日本気象学会）
– Anthropological Science（日本人類学会）
– 日本森林学会誌
– Electrochemistry（電気化学会）
– Mass Spectrometry（日本質量分析学会）

• 既にダウンロード数の増加、他データベースでのインデックス等、研究成果
発信力の向上に効果が見られている

• パイロット参加学協会の協力の元、サービス改善を行い、2020年度内の本
格運用開始を予定している

28



学協会への内容説明・参加打診
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• 電子付録の利用状況や過去のアンケートより関心の高いと考えられる
102の学協会に打診し、32学協会に対して、内容説明・参加打診を実施。

ヒアリング結果 学協会数

参加 7

検討する 7

不参加 18

合計 32

検討するとした学協会の意見・・・内部で意見が分かれているので議論する
運用可能か確認する

不参加とした学協会の意見・・・・学会の査読の負担が大きい

データ共有の必要性
は理解しつつも、学
会内で議論が必要と
する学会が多い

※今後、4学協会への内容説明・参加打診を予定している。
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参考 第3回J-STAGEセミナー
第3回J-STAGEセミナー
「ジャーナルから見た研究データ：データ公開の実践」

2020年度は年間テーマを「ジャーナルから見た研究データ」と定め、論文根拠データの公
開に関するセミナーを開催してきた。
第3回では、「データ公開の実践」と題し、「J-STAGE Data」の利用を開始した学会からの事
例紹介や、国立研究開発法人における研究データの公開の取り組みなどを紹介する。

【日時（予定）】 2021年3月1日(月) 13:30～16:30（開場 13:00）
【開催形態】 Zoomによるオンラインセミナー

詳細・申込みはJ-STAGEイベント情報よりお願いします。
https://www.jstage.jst.go.jp/static/pages/News/TAB4/Page1/-char/ja

また、過去のイベント開催情報・配布資料に、
第１回「研究データ公開の意義」（8月28日開催）、第2回（STM 国際出版社協会と合同開
催）「学術出版における変革：研究データ」（10月27日開催）を掲載しています。
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https://www.jstage.jst.go.jp/static/pages/News/TAB4/Page1/-char/ja


参考資料

関心のある方はお問い合わせください
data-contact@jstage.jst.go.jp

 J-STAGE Dataリリースノート

https://www.jstage.jst.go.jp/static/files/ja/pub_release_jstage-data.pdf

 J-STAGE 各種サービス・機能「データリポジトリ」

https://www.jstage.jst.go.jp/static/pages/JstageServices/TAB5/-char/ja

 カレントアウェアネス-E 寄稿記事

「J-STAGE Data：オープンサイエンス時代の新たなサービス」

https://current.ndl.go.jp/e2271
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https://www.jstage.jst.go.jp/static/files/ja/pub_release_jstage-data.pdf
https://www.jstage.jst.go.jp/static/pages/JstageServices/TAB5/-char/ja
https://current.ndl.go.jp/e2271
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